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研究成果の概要（和文）：最先端原子分解能(S)TEM法を、“原子・イオンダイナミクスの直接観察法”へと大き
く進化させ、高速電子線走査・検出システムの開発や環境制御試料ホルダーを開発するとともに、転位や亀裂の
挙動、原子拡散挙動、粒界移動など、これまで不明であった材料現象を原子レベルで明らかにした。これより、
ナノ構造と機能発現の本質的メカニズムを解明し、ナノ構造設計・制御指針を確立することにより、新材料開発
の基礎・基盤学理を構築した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we have evolved advanced atomic-resolution S/TEM into “the 
direct observation method for dynamics of atoms and ions”. The newly developed fast electron beam 
scanning/detecting systems and environmental control holders enabled us to reveal atomic-scale 
materials phenomena unknown so far, such as dislocation behavior, crack propagation, atomic 
diffusion, and grain boundary migration. These results led the elucidation of the correlation 
between nanostructures and functional properties. The primary achievement of the present project is 
to establish the nanostructure design methods and the construction of the fundamental principles for
 materials development.

研究分野： 材料科学、粒界／界面、電子顕微鏡法

キーワード： 原子・イオン　格子欠陥　ダイナミクス　TEM/STEM　その場観察

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究から生み出された“原子・イオンダイナミクスの直接観察法”は、材料科学における新たな計測手法であ
るのみならず、これまでブラックボックスであった材料ナノ構造と機能特性との相関性の根本的な理解につなが
り、その学術的意義は極めて大きい。また、得られた成果は、材料ナノ構造のダイナミクスを利用した構造・機
能材料の設計・開発に直結し、材料開発分野ならびに産業応用分野へのさらなる波及効果が期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
材料・デバイスのマクロな特性は、その内部に形成され

た界面、表面、点欠陥などのナノレベルの微細構造（ナノ
構造）と密接に関連している。故に、近年の新材料・デバ
イス開発の核心は、このナノ構造と機能発現の本質的メカ
ニズムを解明し、その知見に立脚した高機能・高性能材料
を創出することにある。しかし、材料内部に局在するナノ
構造を解明するためには原子・電子レベルでナノ構造を直
接観察できる超高分解能顕微技術の開発が不可欠である。
申請者らは 1Å 以下の空間分解能を有する収差補正走査透
過電子顕微鏡法(STEM)を我国で最初に導入し、材料ナノ
構造を原子・電子レベルで直接観察する手法を精力的に研
究・開発してきた（図 1）。この手法は 1Å 以下に絞った電
子プローブを試料上で走査し、試料各点からの散乱電子を
検出し、材料中の構成原子を直接観察する手法である。こ
の手法を用いてアルミナセラミックスの粒界に局在した
イットリウム(Y)原子を直接観察した結果の一例を図 2
に示す。矢印に示すように、Y 原子は粒界上に特異な偏
析原子構造を形成しており、このナノ構造が粒界を強化
し、材料強度を大幅に向上させることが明らかとなっ
た。更に、申請者らは、H, Li, O, N などの材料機能と直
結する軽元素原子直接観察手法（環状明視野（ABF）法）
を開発し、Li イオン電池電極内部の Li 原子や水素化物
中の H 原子の直接観察に成功している[1]。また、分割型
STEM 検出器を独自開発することにより、微分位相コン
トラスト(DPC)STEM 法による局所的な電磁場の可視化
にも成功している[2]。しかし、これらの観察は現状静的
なナノ構造に対する観察に留まっており、ナノ構造が形
成され、機能を発現するダイナミックなプロセスの直接
観察には未だ大きな障壁が存在する。ナノ構造制御に基づく材料創成の基礎・基盤を真に築くた
めには、上述した原子分解能電子顕微鏡法の優れた機能に加えて、原子・電子レベルのダイナミ
ックな構造・機能変化を直接的かつ動的に観察する全く新しいナノ計測手法を確立することが
急務である。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、申請者らが一貫して開発してきた最先端原子分解能 STEM 法を、材料内部の超

ミクロ現象の動的観察手法へと大きく進化させ、材料ナノ構造形成、機能発現の原子・イオンダ
イナミクスを可視化することを目指す。具体的には、構造材料、機能性セラミックス、触媒、電
池、半導体デバイスなど、材料内部のナノ構造とそれに伴う原子・イオンダイナミクスが特性発
現の鍵となる材料群をターゲットとして、これまで不可能であった原子・イオンダイナミクスの
超高分解能直接観察に基づくナノ構造設計・制御指針を確立し、新物質・新材料開発の基礎・基
盤学理を構築することを最終的な目的とする（図 3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3: 本プロジェクトの概要 

図 2 Y 添加アルミナ粒界の原子
分解能 STEM 像（矢印は Y 原子）
[3]． 

図 1 原子分解能 STEM 法の概略
図と各種検出法 



３．研究の方法 
 
原子分解能 STEM 内にてその場観察実験を実施することにより、粒界移動現象、亀裂伝播現

象、変形現象等に伴う原子・イオンの動的挙動の直接観察を行う。また、得られた実験結果に基
づいて理論計算等を実施し、各現象に対する詳細なメカニズムを解析する。さらに、STEM の時
間分解能を向上させることを目的とした高速電子線走査・検出システム開発を行う。具体的には、
新規電子線スキャンコイルおよび電子検出器の設計、製造、運用技術の研究開発を進める。本シ
ステムが完成した後、本システムを用いた原子分解能高速 STEM その場観察実験により原子・
イオンの動的挙動を系統的に探求する。 
 
４．研究成果 
 
４－１．高速電子線走査・検出システムの開発 
 環状暗視野法は重元素に敏感であるため、材料表面あるいは
内在する重元素ドーパントの検出に有効である。しかし、電子
プローブが試料上を走査し、透過・回折した電子を各位置で検
出・結像するため、時間分解能は極めて低い。例えば、512×512
ピクセルからなる 1 枚の原子像を取得するには、26 万点もの
位置から計測を行う必要があることからも分かる。本研究で
は、原子・イオンダイナミクスの直接観察を実現するため、新
規走査システムの構築を行った。具体的には、(1)走査システム
全体のインダクタンスを 2 桁低減、(2)50 ナノ秒以下で動作す
る検出器の開発を行うことにより、応答速度の極めて早い走査
システムを実現した(図 4)。走査時間は 83 ナノ秒/ピクセルで
あり、サブ Å の空間分解能を保持した状態で 40 ミリ秒の時間
分解能を達成した[4]。これにより、1 秒間に 25 枚(25 fps)の原
子分解能像の取得が可能となり、従来と比較して 50 倍以上の
高時間分解能観察が可能となった。TV レートでの原子分解能
観察が実現し、当初の予定以上の時間分解能が得られた。STEM における時間分解能は国内外で
も複数の研究が進行中である。サンプリング数を減らすなどの工夫により数 fps 程度が達成され
ているものの、我々よりも 1 桁以上時間分解能が低い。また、サンプリング数が少ないために画
像回復を行う必要があるが、多くのアーティファクトが導入され、走査速度も向上しないため、
実際の時間分解能向上には至っていない[5]。本研究で開発した高速走査システムは現在世界最
速であり、国際的にも優位な状況にある。 
 
４－２．セラミックスにおける粒界破壊メカニズムの解析 
構造用セラミックスは基本的に多結

晶体の形で用いられており、その焼結
過程において異種元素を添加すること
により諸特性の制御が図られる。異種
元素は結晶粒同士の境界（粒界）に偏析
する傾向にあり、多結晶体の強度特性
に影響を与えることが知られている。
そこで本研究では、その場 TEM ナノイ
ンデンテーション法および原子分解能
STEM 法により、Zr 添加アルミナ13 粒
界の破壊挙動と破面原子構造を解析し
た[6]。 
その場 TEM ナノインデンテーショ

ンの結果を図 5 に示す。図中下方に位
置しているインデンターチップを三角
で示されている粒界に平行に挿入する
ことにより、亀裂が粒界に沿って進展
している様子が観察されている。 
図 6 は破面の原子分解能 STEM 像で

ある。像コントラストはおおむね原子
番号の 2 乗に比例することから、破面より 2 原子層の強いコントラストは Zr 原子カラムに対応
している。Zr 添加13 粒界は 3 原子層の Zr 偏析層を有することから、亀裂はこの偏析層内を伝

図 4. 新規開発した走査
コイルの外観。 
 

図 5. TEM その場ナノインデンテーションによる
粒界破壊実験．(a) インデンテーション前．(b) 8
秒経過時．(c) 12 秒経過時．(d) インデンテーシ
ョン後． 

b a 

c d 



播したと考えられる。この実験結果を踏まえ、破面の理
論構造モデルを検討した。破面構造を形成する亀裂経路
として(1)Zr 偏析層の第 1 層と第 2 層間を分割する
straight path と(2)第 2 層を均等に分割する zigzag path の
2 つの候補をとし、破面構造モデルを作成、第一原理計
算を行った。まず、へき開エネルギーは straight path: 3.61 
Jm-2、zigzag path: 2.66 Jm-2と見積もられ、エネルギー的
には zigzag path が有利であることが分かった。それぞ
れの緩和構造は図 6 の構造モデルに対応しており、
zigzag path により形成された破面構造は実験像と極め
てよく一致していることが分かった。 
破面の形成にかかわるエネルギーは亀裂により切断

される原子結合と相関すると考えられる。straight pathは
分割される 2 つの結晶上に 8 個の 6 配位 Zr、zigzag path
は 4 個の 6 配位 Zr と 8 個の 7 配位 Zr を形成する。Zr
酸化物中の Zr は 7 配位もしくは 8 配位を取る傾向にあ
り、6 配位の Zr の形成は比較的高いエネルギー要する
ことが示唆される。従って、6 配位の形成が少ない zigzag path が優先的な亀裂経路となるものと
考察される。以上より、粒界における亀裂の進展経路は局所的な原子結合環境に強く影響される
と考えられ、本知見は粒界破壊現象を検討する上で重要である。 

 
４－３．原子分解能その場 TEM 荷重負荷試験による局所格子ひずみの解析 
材料に荷重を負荷していくと弾性ひずみが蓄積し、ある臨界に達すると転位や亀裂が生じ変

形や破壊に至ると考えられる。従って、局所的な格子ひずみを解析することは重要な研究課題で
あると言える。局所的な格子ひずみは原子変位より計測することが最も高精度であると考えら
れる。しかし従来、原子分解能観察と荷重負荷試験の両立は種々の技術的な制約により困難であ
った。本研究では微小電気機械システム（MEMS）技術による TEM 用高精度荷重負荷デバイス
やその場原子分解能イメージング手法の開発を行い、原子分解能 STEM その場荷重負荷試験シ
ステムを実現し、局所ひずみの解析を実施した[7]。 
 図 7 (a)は約 13.3N の荷重を負荷した際に取得した SrTiO3 単結晶の STEM 像である。明るい
輝点は Sr 原子カラム、やや暗い輝点は Ti-O 原子カラムに対応しており、明瞭な原子像が得られ
ていることがわかる。図中央のコントラストが低下している部分は切欠部に対応している。図面
平行方法に引張荷重が負荷されており、切欠を開口させるよう作用している。図 7(b)に図 7(a)に
対応するひずみ分布(εyy)を示す。全体的に引張ひずみに対応する暖色傾向にあり、切欠底部近傍
に強い引張ひずみ領域が形成され応力集中が生じていることが分かる。以上の結果より、本手法
を適用することで局所的な格子ひずみが解析可能であることが示された。原子像を高解像度で
取得し原子カラム位置をより高精度に特定することにより、ひずみ値の計測精度の向上が期待
される。 

 

図 6. 粒界破面の HAADF-STEM
像（平均像）と原子構造モデルと
の比較．緑球：Zr、青球：Al、赤
球：O 

図 7. (a) 約 13.3N の荷重負荷時に取得した SrTiO3単結晶の STEM 像．(b)対応するひずみ
マップ(εyy) 
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４－４．構造用セラミックスにおける粒界移動現象の原子レベル直接観察 
 実用材料の多くは多結晶体であり、その諸特性は内在する粒界に支配されることが知られて
いる。多結晶体の形成時や高温保持時には粒界移動を伴い材料組織の安定化が生じる。従って、
材料の微細組織や特性を高度に制御するためには粒界移動現象の理解が不可欠である。しかし、
それがどのようなメカニズムで進行するのかについては不明な点が多い。そこで本研究では、代
表的な構造用セラミックスであるアルミナの 2 種類の粒界を対象として、粒界近傍に電子線を
照射することにより粒界移動現象を誘起し、それに伴う原子変位を詳細に解析した。図 8 は Σ7
対応粒界の移動に伴う一連の STEM 像と対応する Al カラムの変位を示した模式図である。図中
に色丸で示したように、Al カラムがわずかに変位することによって、粒界の構造多面体（構造
ユニット）が変化していき、結果として粒界が移動することが明らかとなった。構造ユニットは
その幾何学的形状より 3 種類に分類され、第一原理計算を実施した結果、それぞれの形成エネル
ギーが 2.75, 2.68, 2.80Jm-2と見積もられこれらのエネルギー差は小さいことが分かった。つまり、
粒界移動はエネルギー障壁の小さい構造ユニットを形成しながら生じることが結論付けられた
[8]。図 9 は Σ31 対応粒界の移動に伴う STEM 像と対応する Al カラムの変位を示した模式図で
ある。先の場合と同様に Al カラムがわずかずつ変位し粒界移動が生じることは同様であるが、
この場合構造ユニットは変化せず、Al カラムが空孔位置を介しながら変位していくことがわか
った[9]。以上の結果より、粒界移動には本質的に 2 種類のメカニズムがあり得ることが明らか
となった。本知見に基づいて目的とする粒界が形成されるプロセス条件を選択することにより、
優れた特性を有する次世代セラミックス材料の設計および創出につながると期待される。 
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図 8. アルミナΣ7 対応粒界の移動に伴う
原子挙動の実験像と模式図。 

図 9. アルミナΣ31 対応粒界の移動に伴
う原子挙動の実験像と模式図。 
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TEM investigation of dislocation structures and twinning behavior in oxide crystals

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

新学術領域研究「機能コアの材料科学」第2回若手コラボツアー

第14回物性科学領域横断研究会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

佐々野 駿, 石川 亮, 太田 裕道, 柴田 直哉, 幾原 雄一

 ２．発表標題

栃木 栄太

石原 佐季

大江 耕介

細構造解析プラットフォームワークショップ2020（招待講演）

新学術領域研究「機能コアの材料科学」第2回若手コラボツアー

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

(Li,La)TiO3対称傾角粒界における原子・電子構造とリチウムイオン伝導物性

その場TEM機械試験法による結晶格子欠陥挙動のダイナミクス観察

アルミナ粒界における不純物偏析

超高感度原子イメージング手法の開発と電子線敏感材料研究への応用

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2021年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第14回物性科学領域横断研究会

第167回 超塑性研究会（招待講演）

大江 耕介, 関 岳人, 河野 祐二, 幾原 雄一, 柴田 直哉

中村篤智

溝口照康

川原 一晃, 石川亮, 仲山啓, 柴田直哉, 幾原雄一

第56回X線分析討論会（招待講演）

第61回電池討論会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

走査型透過電子顕微鏡を用いた超高感度原子結像法の開発

光環境制御下における無機半導体の室温塑性変形挙動

EELSを用いたガラスの配位数および原子振動の計測

フルオロアンチモン酸カリウム(KSbxF1+3x)のフッ化物イオン伝導

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第61回電池討論会

第81回応用物理学会秋季学術講演会（招待講演）

電気学会 電子デバイス研究会（招待講演）

日本セラミックス協会 2021年年会

柴田直哉

柴田直哉

川原 一晃, 石川亮, 仲山啓, 柴田直哉, 幾原雄一

仲山 啓, 石川 亮, 小林 俊介, 柴田 直哉, 幾原 雄一

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

微分位相コントラストSTEM法による材料局所電磁場観察

微分位相コントラストSTEMによる材料・デバイス局所電磁場解析

KSbF4のフッ化物イオン伝導

酸素脱離と転位の運動を伴うLi2MnO3のLi脱離過程

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本セラミックス協会 2021年年会

日本セラミックス協会 第33回秋季シンポジウム

 ３．学会等名

 ３．学会等名

遠山 慧子, 関 岳人, 蟹谷 裕也, 工藤 喜弘, 冨谷 茂隆, 幾原 雄一, 柴田 直哉

 ２．発表標題

栃木 栄太

Jiake Wei, Bin Feng, Ryo Ishikawa, Naoya Shibata, Yuichi Ikuhara

廖クン硯, 柴田基洋, 溝口照康

日本セラミックス協会 2021年年会

日本セラミックス協会 2021年年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

DPC STEMを用いたGaN系半導体ヘテロ接合界面における電場定量観察法の開発

サファイヤにおける菱面双晶形成に伴うシャッフリング機構の解析

Direct imaging of atomistic grain boudnary migration

電子エネルギー損失分光法によるセラミック中熱膨張率の局所解析

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本セラミックス協会 第33回秋季シンポジウム

日本セラミックス協会 第33回秋季シンポジウム（招待講演）

中澤克昭, 三石和貴，安間伸一, 安間伸一，溝口照康

石川 亮, 幾原 雄一, 柴田 直哉

二塚 俊洋, 石川 亮, 柴田 直哉, 幾原 雄一

中村篤智

日本セラミックス協会 第33回秋季シンポジウム

日本セラミックス協会 第33回秋季シンポジウム（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

4D-STEMによる非晶質材料の組成・試料厚計測

３次元電子顕微鏡法の開発と機能コア構造解析への応用

α-Al2O3における2族・14族不純物点欠陥の第一原理計算

機能性セラミックス粒界の原子構造解析と機能特性

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本セラミックス協会 第33回秋季シンポジウム

日本金属学会2020年秋期大会

日本金属学会2020年秋期大会

日本金属学会2020年秋期大会（招待講演）

中村篤智, 大島優, 横井達矢, 松永克志

村上 善樹, 関 岳人, 木下 昭人, 庄司 哲也, 幾原 雄一, 柴田 直哉

フウ ビン, 柴田 直哉, 幾原 雄一

仲山 啓, 石川 亮, 小林 俊介, 柴田 直哉, 幾原 雄一

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

硫化亜鉛結晶の室温クリープ挙動に及ぼす光照射の影響

STEMによるNd-Fe-B系熱間加工磁石の磁区構造・微細組織の直接観察

The role of crystal defect cores on ionic conductivity in YSZ studied by atomic-resolution STEM

Li過剰系正極材料Li2MnO3におけるLi脱離界面の走査透過型電子顕微鏡解析

 １．発表者名



2020年

2020年

2021年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本金属学会2021年春期大会

日本顕微鏡学会 第63回シンポジウム（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

溝口照康

 ２．発表標題

曹 旻鑒, 栃木 栄太, 佐藤 隆昭, 柴田 直哉, 藤田 博之, 幾原 雄一

石原 佐季, 北原，優樹, 栃木 栄太, 柴田 直哉, 幾原 雄一

曹 旻鑒, 栃木 栄太, 佐藤 隆昭, 中村篤智, 松永，克志, 柴田 直哉, 藤田 博之, 幾原 雄一

日本金属学会2020年秋期大会

日本金属学会2020年秋期大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

単色化 EELS を用いたガラスの局所構造解析

その場TEM機械試験用荷重負荷MEMSデバイスに供する試料作製法の検討

Si添加アルミナΣ13 粒界における粒界ファセット形成

STEMその場観察法による積層欠陥の変形過程の直接観察

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本顕微鏡学会 第63回シンポジウム

日本顕微鏡学会 第63回シンポジウム（招待講演）

村上 善樹, 関 岳人, 木下 昭人, 庄司 哲也, 幾原 雄一, 柴田 直哉

柴田直哉

曹 旻鑒, 栃木 栄太, 佐藤 隆昭, 柴田 直哉, 藤田 博之, 幾原 雄一

Ryo Ishikawa

日本顕微鏡学会 第63回シンポジウム

日本顕微鏡学会 第63回シンポジウム（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

多結晶体中の磁区構造観察を実現する傾斜平均化DPC-STEM法

次世代電子顕微鏡開発の展望と意義

荷重負荷MEMSデバイスによる金単結晶の変形挙動のTEMその場観察

High spatiotemporal-resolution imaging in the scanning transmission electron microscope

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本顕微鏡学会 第76回学術講演会

日本顕微鏡学会 第76回学術講演会

日本顕微鏡学会 第76回学術講演会

日本顕微鏡学会 第76回学術講演会

遠山 慧子, 関 岳人, 蟹谷 裕也, 工藤 喜弘, 冨谷 茂隆, 幾原 雄一, 柴田 直哉

村上 善樹, 関 岳人, 木下 昭人, 庄司 哲也, 幾原 雄一, 柴田 直哉

大江 耕介, 関 岳人, 河野 祐二, 幾原 雄一, 柴田 直哉

中澤克昭, 安間伸一, 溝口照康

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

DPC STEM を用いたGaN 系半導体ヘテロ界面の電場直接観察

STEMによるNd-Fe-B磁石の磁区構造と微細構造の観察

超高感度STEM実時間結像法の開発による電子線敏感材料の低ト゛ース゛観察

4D-STEMを用いた非晶質の組成・試料厚同時マッピング

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本顕微鏡学会 第76回学術講演会

日本材料学会 第6回材料WEEK

 ３．学会等名

 ３．学会等名

中村篤智, 松原彩華, 大島優, 横井達矢, 松永克志

 ２．発表標題

斎藤 光浩, 暁東, 陳 春林, 尹 徳強, 井上 和俊, 高見 誠一, 阿尻 雅文, 幾原 雄一

曹 旻鑒, 栃木 栄太, 佐藤 隆昭, 中村篤智, 松永，克志, 柴田 直哉, 藤田 博之, 幾原 雄一

石川 亮, 田中 利空, 川原 一晃, 柴田 直哉, 幾原 雄一

日本顕微鏡学会 第76回学術講演会

日本顕微鏡学会 第76回学術講演会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

光環境制御下における硫化亜鉛結晶のナノスケール転位挙動評価

CeO2触媒ナノ粒子を架橋する単一有機分子鎖の可視化

STEMその場観察法による金単結晶変形素過程の直接観察

原子分解能表面高さイメージング

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2020年

2020年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

物質・材料研究機構　講演会（招待講演）

粉体粉末冶金協会 2020年度秋季大会（招待講演）

栃木 栄太

中村篤智

柴田直哉

Y. Ikuhara

nano tech 2021特別シンポジウム「常識を疑え、未来のナノテクノロジー」（招待講演）

2019 International Workshop on Atomic Force Microscopy for Advanced Functional Materials (AFM2 2019)（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

結晶格子欠陥における力学的応答の原子レベル解析

無機半導体材料の力学物性に及ぼす光環境効果

電子で電子は見えるのか？－電子顕微鏡の挑戦－

Atomic-Scale Dynamic Observations of Grain Boundary and Surface Phenomena

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

MATERIALS RESEARCH MEETING 2019 (MRM2019)－Materials Innovation for Sustainable Development Goals－（招待講演）（国際学会）

Materials Research Meeting 2019 (MRM 2019)（招待講演）（国際学会）

Materials Research Meeting 2019（招待講演）（国際学会）

11th Korea-Japan Berkeley Symposium（国際学会）

A. Nakamura, Y. Oshima, K. Matsunaga

E. Tochigi, B. Miao, N. Shibata, Y. Ikuhara

E. Tochigi

Y. Ikuhara

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Room-temperature plastic deformation behavior of ZnS crystals under controlled light conditions

The Atomic Structure and Dynamic Behavior of Twinning Dislocation of Rhombohedral Twinning in α-Al2O3

Investigations of dynamic behavior of lattice defects by in situ TEM mechanical tests

Nanoscale Dynamic Observations of Grain Boundary Fracture, Deformation and Twin Formation in Ceramics

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 15th SNU-UT-TU student workshop（国際学会）

The 13th Pacific Rim Conference of Ceramic Societies (PACRIM13)（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Y. Ikuhara

 ２．発表標題

B. Feng, R. Ishikawa, N. Shibata Y. Ikuhara

B. Feng, N. Shibata, Y. Ikuhara

B. Feng, N. Shibata, Y. Ikuhara

The 13th Pacific Rim Conference of Ceramic Society（国際学会）

2019 Chinese electron microscopy society meeting（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Dynamics of Dislocation, Fracture and Twin Formation in Alumina

Structural origin of enhanced ionic conductivity at yttria-stabilized zirconia dislocation investigated by scanning
transmission electron microscopy

Atomic-resolution STEM-EDS study of solute segregation behaviour in ceramic grain boundaries

Atomic-resolution STEM studies of grain boundaries and dislocations in solid oxide fuel cell electrolyte material

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

PACRIM 13（招待講演）（国際学会）

PACRIM 13（招待講演）（国際学会）

N. Shibata

N. Shibata

Y. Ikuhara

N. Shibata

The 13th Pacific Rim Conference of Ceramic Societies (PACRIM13)（招待講演）（国際学会）

ALC 19（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Development and application of electromagnetic field imaging STEM

Development of magnetic field free atomic-resolution STEM

Nanoscale Observations of Ion Dynamics in Battery Materials

Advanced electron microscopy for atomic-scale electromagnetic field imaging

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

17th Frontiers of Electron Microscopy in Materials Science (FEMMS 2019)（招待講演）（国際学会）

FEMMS2019（国際学会）

FEMMS2019（招待講演）（国際学会）

PRICM10（招待講演）（国際学会）

R. Ishikawa, S. D. Findlay, T. Seki, G. S?nchez-Santolino, Y. Kohno, Y. Ikuhara, N. Shibata

N. Shibata

R. Ishikawa

Y. Ikuhara

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Direct Electric field imaging of atomistic defects in graphene

Atomic-resolution electromagnetic field imaging by DPC STEM

Complex Point Defect Structure Analysis by Atomic-Resolution STEM

Atomic-scale Dynamic Observations of Grain Boundary and Surface Phenimena

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Microscopy & Microanalysis 2019（招待講演）（国際学会）

Microscopy and Microanalysis 2019（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

E. Tochigi, T. Sato, N. Shibata, H. Fujita, Y. Ikuhara

 ２．発表標題

N. Shibata

T. Seki, Y. Ikuhara, N. Shibata

N. Shibata

Chalmers U of Technology（招待講演）（国際学会）

Microscopy & Microanalysis 2019（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

In Situ STEM Mechanical Experiments at Atomic-Resolution Using a MEMS Device

The challenge of electron microscopy Seeing atoms and fields in a magnetic field fee environment,

Iterative Algorithm of Atomic Potential Reconstruction Based on DPC Signal from Thick Specimens

Differential phase contrast scanning transmission electron microscopy at atomic resolution

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

NEXTEM（招待講演）（国際学会）

XVI International Conference on Intergranular and Interphase Boundaries in Materials (iib 2019)（招待講演）（国際学会）

N. Shibata

Y. Ikuhara

B. Feng, R. Ishikawa, A. Kumamoto, N. Shibata, Y. Ikuhara

N. Shibata

The 6th International Symposium on Advanced Microscopy and Theoretical Calculations（国際学会）

German-Japan Joint Seminar on Advanced Electron Microscopy and Its Application（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Magnetic-field-free atomic resolution STEM

Grain Boundary Atomic Structures and their Dynamic Behavior in Oxides

Atomic scale origin of enhanced ionic conductivity at yttria-stabilized zirconia dislocation

Towards sub-atomic resolution electron microscopy

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 6th International Symposium on Advanced Microscopy and Theoretical Calculations (AMTC6)（招待講演）（国際学会）

The 6th International Symposium on Advanced Microscopy and Theoritical Calculations（国際学会）

AMTC6（招待講演）（国際学会）

AMTC6（国際学会）

H. Nakade, S. Kondo, E. Tochigi, B. Feng, Y. Nezu, H. Ohta, N. Shibata, Y. Ikuhara

N. Shibata

T. Seki, Y. Ikuhara, N. Shibata

K. Matsunaga, Y. Oshima, A. Nakamura

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

In-situ TEM observation of stress induced phase transformation in zirconia

Advanced DPC STEM for materials research

Iterative Potential Reconstruction Method based on DPC Signal from Thick Specimens

Electronic and Atomic Structures of Dislocations in an Inorganic Semiconductor Showing Unexpected Large Plasticity at Room
Temperature

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

5th Global Congress & Expo on Materials Science & Engineering (GCEMSE-2019)（招待講演）（国際学会）

The Eleventh International Conference on High-Performance Ceramics（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

S. Ishihara, E. Tochigi, N. Shibata, Y. Ikuhara

 ２．発表標題

R. Ishikawa, S. D. Findlay, T. Seki, G. Sanchez-Santolino, Y. Kohno, Y. Ikuhara, N. Shibata

E. Tochigi, H. Matsuhata, Y. Ikuhara

Y. Ikuhara

AMTC6（国際学会）

The 6th International Symposium on Advanced Microscopy and Theoretical Calculations (AMTC6)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Effect of Additives on the surface morphology of α-alumina

Anisotropic Atomic Electric Fields of Si Dopants in Monolayer Graphene

The Atomic Structure of a Prismatic Fault in 4H-SiC

Grain Boundary Atomic Structures and Their Dynamic Behavior in Oxides

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

INCP 2019（招待講演）（国際学会）

The 11th International Conference on High-Performance Ceramics (CICC-11)（招待講演）（国際学会）

N. Shibata

Y. Ikuhara

N. Shibata

Y. Ikuhara

KSM annual meeting（招待講演）（国際学会）

Inauguration of JEOL monoNEOARM200F Advanced Aberration Corrected and Monochromated Transmission Electron Microscope at
Chalmers（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Seeing inside atoms Beyond atomic resolution electron microscopy

Dynamic behavior of grain boundary fracture and deformation in ceramics

Advanced atomic-resolution STEM for real-space electromagnetic field imaging

Aberration corrected STEM and DPC

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The Fifth Conference on Frontiers of Aberration Corrected Electron Microscopy ? PICO 2019（招待講演）（国際学会）

MRS spring meeting 2019（招待講演）（国際学会）

DPG-Fr?hjahrstagung (Spring Meeting) of Condensed Matter Section (SKM)（招待講演）（国際学会）

高分子のためのキャラクタリゼーションセミナー～基礎から成形加工試作・材料評価・故障解析まで～（招待講演）

N. Shibata

Y. Ikuhara

幾原雄一

Y. Ikuhara

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Atomic-scale chemical analysis at ceramic interfaces by advanced scanning transmission electron microscopy

Dislocation Dynamics and Their Conductivities in Oxides

収差補正STEM法の新展開と原子分解能観察

Atomistic dynamics of interfaces, dislocations and twins in oxides

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

産業技術総合研究所　エネルギー技術シンポジウム2019「特集・エネルギー材料開発・エネルギーシステム評価のための先端計測技術」
（招待講演）

日本顕微鏡学会　その場観察分科会 第 1 回（2019 年）研究討論会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

栃木栄太

 ２．発表標題

栃木栄太

フウビン, 石川亮, 柴田直哉, 幾原雄一

幾原雄一

第２回　材料機能特性のアーキテクチャー研究会

第45回固体イオニクス討論会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

その場TEM機械試験によるセラミックスの変形・破壊挙動の直接観察

MEMSデバイスを利用した新規その場TEM機械試験システムの開発と検証

Atomistic structural origin of enhanced ionic conductivity in yttria-stabilized zirconia single dislocation

最先端STEM法によるエネルギー材料の界面解析

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本機械学会　材料力学カンファレンス2019

日本セラミックス協会関西支部（招待講演）

栃木栄太, 佐藤隆昭, 柴田直哉, 藤田博之, 幾原雄一

柴田直哉

中村篤智, 松永克志

関岳人, 幾原雄一, 柴田直哉

日本金属学会 2019年秋期(第165回)講演大会（招待講演）

応用物理学会秋季学術講演会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

MEMSデバイスを利用した新規その場TEM機械試験システムの構築と評価

先進原子分解能STEMの開発と材料局所構造解析

転位機能コアを利用した新規材料機能開拓

DPC STEMによる原子ポテンシャル再生法

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本金属学会2019年秋季講演大会

日本金属学会秋季講演大会

日本金属学会165回講演大会

日本金属学会2019年秋期大会（招待講演）

関岳人, 幾原雄一, 柴田直哉

石川亮, Findlay Scott, 関岳人, Sanchez-Santolino Gabriel, 河野祐二, 幾原雄一, 柴田直哉

柴田直哉

B. Feng, R. Ishikawa, N. Shibata, Y. Ikuhara

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

DPC STEMによる原子ポテンシャル再生法の開発

グラフェン欠陥における電場構造解析

DPC STEM法による材料局所電磁場解析

Atomistic structural origin of enhanced ionic conductivity in yttria-stabilized zirconia single dislocation

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日立ハイテクノロジーズセミナー（招待講演）

日本顕微鏡学会学術講演会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

関岳人, 幾原雄一, 柴田直哉

 ２．発表標題

関岳人, Sanchez-Santolino Gabriel, 石川亮, Findlay Scott, 幾原雄一, 柴田直哉

石川亮

柴田直哉

日本顕微鏡学会分析電子顕微鏡討論会（招待講演）

2019年度エンジニアリングセラミックス若手セミナー（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

DPC STEMによる反復ポテンシャル再生法II

DPCによる電磁場定量法の基礎

原子分解能電子顕微鏡によるセラミックス材料の構造解析

電子顕微鏡の挑戦　－原子分解能の先へ－

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本顕微鏡学会第75回学術講演会（招待講演）

日本顕微鏡学会　第75回学術講演会

柴田直哉

中出博暁, 近藤隼, 栃木栄太, 馮斌, 根津有希央, 太田裕道, 柴田直哉, 幾原雄一

石川亮, 谷口尚, 柴田直哉, 幾原雄一

中澤克昭, 安間伸一, 溝口照康

日本顕微鏡学会第７5回学術講演会

顕微鏡学会学術講演会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

原子分解能磁場フリー電子顕微鏡（MARS）の開発と応用

イットリア安定化ジルコニアにおける正方晶-単斜晶相変態のTEM内その場観察

大収束角深さセクショニング法による点欠陥構造解析

ガラスにおける相分離構造の高温その場観察

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本顕微鏡学会第75回学術講演会

日立金属セミナー（招待講演）

MST 36（招待講演）（国際学会）

International workshop of ultra high-resolution on microscopy（招待講演）（国際学会）

柴田直哉

N. Shibata

N. Shibata

栃木栄太, 佐藤隆昭, 柴田直哉, 藤田博之, 幾原雄一

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

最先端STEMによる材料局所構造解析

Direct electromagnetic field imaging in materials and devices by DPC STEM

Towards subatomic-resolution electron microscopy ?Can we observe inside of atoms? ?

原子分解能その場TEM機械試験法の開発と検証

 １．発表者名



2019年

2019年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

CEMS-RIKEN（招待講演）（国際学会）

The 9th International Conference on Multiscale Materials Modeling (MMM2018)（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Y. Ikuhara

 ２．発表標題

B. Feng, N. Shibata, Y. Ikuhara

Y. Ikuhara

N. Shibata

(JSPS Core-to-Core 5th workshop on Solid Oxide Interfaces for Faster Ion Transport (SOIFIT)（招待講演）（国際学会）

ELECTRONIC MATERIALS AND APPLICATIONS (EMA 2019)（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Grain Boundary Sliding, Fracture and Dislocation Motion in Ceramics

Direct observation of grain boundary chemistry in YSZ using atomic resolution scanning transmission electron microscopy

Grain Boundary Atomic Structures, Segregation and Properties in Electronic Materials

Towards subatomic-resolution electron microscopy

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2nd Stockholm-Tokyo Workshop Multidisciplinary collaboration for sustainable development（招待講演）（国際学会）

Atomistic Processes of Crystal Plasticity (APCP2018)（招待講演）（国際学会）

Y. Ikuhara

A. Nakamura, K. Matsunaga

Y. Ikuhara

H. Nakade, S. Kondo, E. Tochigi, B. Feng, Y. Nezu, H. Ohta, N. Shibata, Y. Ikuhara

International symposium on Atomistic Processes of Crystal Plasticity (APCP Tokyo 2018)（招待講演）（国際学会）

International symposium on Atomistic Processes of Crystal Plasticity（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Grain Boundary and Surface Dynamics of Diffusion and Fracture in Materials

Room temperature plastic deformation of inorganic semiconducting crystals

Grain boundary dynamics of deformation and fracture in oxides

Investigation of martensitic phase transformation of yttria stabilized tetragonal zirconia by in situ TEM nanoindentation

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International symposium on Atomistic Processes of Crystal Plasticity（国際学会）

The 2nd workshop on functional materials science（招待講演）（国際学会）

AsiaNano 2018（招待講演）（国際学会）

International forum on frontiers of electron microscopy（招待講演）（国際学会）

N. Shibata

E. Tochigi, B. Miao, S. Kondo, N. Shibata, Y. Ikuhara

Y. Ikuhara

B. Miao, S. Kondo, E. Tochigi, J. Wei, B. Feng, N. Shibata, Y. Ikuhara

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Development of subatomic-resolution electron microscopy for advanced materials research

In situ TEM observations of mechanical twinning in sapphire

Interface and Surface Atomic Structures and Their Dynamics in Ceramics

Atomic structure of 60o basal dislocation dissociated along {1-100} plane in alumina (α-Al2O3)

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

MS&T 18（招待講演）（国際学会）

WOE 25（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

N. Shibata

 ２．発表標題

A. Nakamura, K. Matsunaga

Y. Ikuhara

N. Shibata

International Symposium on Microscopy and Microanalysis of Materials (ISMMM 2018)（招待講演）（国際学会）

The International Workshop on Advanced and In-situ Microscopies of Functional Nanomaterials and Devices (IAMNano 2018
Hamburg)（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Direct electromagnetic field imaging of interfaces by advanced STEM

Plastic deformation behavior of inorganic semiconductors at room temperature

Mechanical and Chemical Dynamics of Oxide Interfaces

Atomic-scale understanding of ceramic interfaces by advanced electron microscopy

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 9th International Microscopy Congress（国際学会）

The third Sino-German Symposium（招待講演）（国際学会）

B. Feng, N. Lugg, A. Kumamoto, Y. Ikuhara, N. Shibata

Y. Ikuhara

B. Miao, E. Tochigi, S. Kondo, B. Feng, J. Wei, N. Shibata, Y. Ikuhara

Y. Ikuhara

The Third Sino-German Symposium. Advanced Electron Microscopy and Spectroscopy - Interface structure and Property of
Materials（国際学会）

19th International Microscopy Congress (IMC19)（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Direct observation of element distribution across ionic oxide grain boundaries using atomic-resolution STEM-EDS

Interface Atomistic structures and their dynamics in oxides

In situ TEM nanoindentation and STEM study on the atomic-scale plastic deformation mechanism in alumina (α-Al2O3)

Grain Boundary and Surface Dynamics of Deformation, Fracture and Diffusion

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

19th International Microscopy Congress（招待講演）（国際学会）

19th International Microscopy Congress（招待講演）（国際学会）

19th Internaional Microscopy Congress (IMC19)（国際学会）

9th International Workshop on Spinel Nitrides and Related Materials（招待講演）（国際学会）

N. Shibata

E. Tochigi, B. Miao, A. Nakamura, N. Shibata, Y. Ikuhara

R. Ishikawa

R. Ishikawa, N. Shibata, Y. Ikuhara

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Direct electromagnetic field imaging of materials by advanced differential phase contrast STEM

Dynamic behavior and atomic structure of twinning dislocations in sapphire

Advanced electron microscopy for spinel related materials

Atomic-resolution dynamic STEM observations for single atom tracking

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Microscopy & Microanalysis 2018（招待講演）（国際学会）

EMSI 2018（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

N. Shibata

 ２．発表標題

N. Shibata

Y. Ikuhara

R. Ishikawa, N. Shibata, Y. Ikuhara

Workshop on STEM with advanced detector（招待講演）（国際学会）

XXVII International Materials Research Congress（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Aberration-corrected differential phase contrast STEM

Advanced DPC STEM for materials research

Grain Boundary and Surface Dynamics in Ceramics

Surface and Electric Field Imaging by Newly Designed Atomic-Resolution STEM

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

NCTC TEM/STEM Seminar and workshop（招待講演）（国際学会）

18th International Conference on the Strength of Materials（国際学会）

N. Shibata

H. Nakade, S. Kondo, E. Tochigi, B. Feng, Y. Nezu, H. Ohta, N. Shibata, Y. Ikuhara

A. Nakamura

Y. Ikuhara

THERMEC’ 2018（招待講演）（国際学会）

JSPS Core-to-Core Japan Workshop 2018,（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Direct electromagnetic field imaging of materials and devices by atomic-resolution STEM

In-situ TEM observation of stress induced phase transformation in zirconia

Dislocation structures and electrical conduction properties of low angle grain boundaries in strontium titanate

Interface Atomic Structures and Dynamics of Li-ion Battery Materials

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

JSPS Core-to-Core Japan Workshop 2018, Koshiba Hall, The University of Tokyo, Tokyo, Japan, 2018/07/05（国際学会）

6th Internaional Inventation Workshop (IIW6)（国際学会）

The 19th International Meeting on Lithium Batteries（国際学会）

JAFOE 2018（招待講演）（国際学会）

E. Tochigi, B. Miao, A. Nakamura, N. Shibata, Y. Ikuhara

R. Ishikawa, T. Higashi, C. Fisher, S. Sasano, T. Kimura, Y. Ikuhara, N. Shibata, Y. Ikuhara

N. Shibata

B. Miao, E. Tochigi, S. Kondo, B. Feng, N. Shibata, Y. Ikuhara

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Dynamic Behavior and Interface Structure of Rhombohedral Twinning in Sapphire

Grain Boundary Resistance at (La, Li)TiO3 Grain Boundary

Development of advanced scanning transmission electron microscopy for materials research

Direct observation of rhombohedral twinning dislocation in alumina (α-Al2O3) at atomic resolution

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Institute of Physics（招待講演）（国際学会）

International workshop on Grain boundaries in semiconducting oxides（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Y. Ikuhara

 ２．発表標題

N. Shibata

N. Shibata

R. Ishikawa

Grand opening of IMRI and ISAMS-1（招待講演）（国際学会）

2018 International Workshop on STEM（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Grain Boundary Character Dependence on Atomic Structures and Segregation Sites in Ocides

Aberration-corrected DPC STEM for materials research

Advanced differential phase contrast scanning transmission electron microscopy for materials research

Tracking of single atom diffusion in bulk materials, International Workshop on Scanning Transmission Electron Microscopy

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 2018 MRS Spring Meeting & Exhibit（招待講演）（国際学会）

MRS spring meeting 2018（招待講演）（国際学会）

Y. Ikuhara

N. Shibata

R. Ishikawa, R. Mishra, P. Gao, A. R. Lupini, T. Taniguchi, S. J. Pennycook, N. Shibata, Y. Ikuhara

中村篤智

2018 MRS Spring Meeting & Exhibit（招待講演）（国際学会）

日本金属学会 2019年春期(第164回)講演大会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Interface and Surface Atomic Structures of Li-Ion Battery Materials

Atomic-resolution differential phase contrast scanning transmission electron microscopy for materials research

Dynamic observation of single atom diffusion and phase transition

無機結晶における転位コアの構造と機能

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2019日本セラミックス協会年会

公益社団法人日本セラミックス協会 2019年年会

日本セラミックス協会2019年年会

日本セラミックス協会2019年年会（招待講演）

佐々野駿, 石川亮, 太田裕道, 柴田直哉, 幾原雄一

石川亮, Findlay Scott, 関岳人, Sanchez-Santolino Gabriel, 河野裕二, 幾原雄一, 柴田直哉

柴田直哉

B. Feng, R. Ishikawa, N. Shibata, Y. Ikuhara

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

(La, Li)TiO3対応傾角粒界における原子構造とリチウムイオン伝導度の関係

グラフェン欠陥における原子分解能電場解析

原子分解能電磁場計測電子顕微鏡の開発と材料界面研究

Atomistic origin of enhanced ionic conductivity in YSZ single dislocation studied by scanning transmission electron
microscopy

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The Ceramic Society of Japan Annual Meeting 2019

日本原子力学会 2019年春の年会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

柴田直哉

 ２．発表標題

石原佐季, 栃木栄太, 柴田直哉, 幾原雄一

中出博暁, 近藤隼, 栃木栄太, 馮斌, 根津有希央, 太田裕道, 柴田直哉, 幾原雄一

J. Wei, B. Feng, R. Ishikawa, T. Yokoi, K. Matsunaga, N. Shibata, Y. Ikuhara

日本セラミック協会2019年年会

日本金属学会春季講演大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

先進原子分解能電子顕微鏡による材料局所電磁場解析

アルミナにおける表面ファセッティング現象と添加元素の影響

イットリア安定化ジルコニア正方晶薄膜における正方晶-単斜晶相変態のTEM内その場観察

Direct imaging the atomistic grain boundary migration

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本金属学会2018年春期講演大会

日本金属学会2019年春期講演大会

B. Miao, S. Kondo, E. Tochigi, J. Wei, B. Feng, N. Shibata, Y. Ikuhara

栃木栄太, 苗斌, 近藤隼, 柴田直哉, 幾原雄一

柴田直哉

石川亮

第4回分析TEMユーザーズミーティング（招待講演）

第２回情報計測インフォマティクス（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The interaction of deformation twinning with dislocations in a low-angle grain boundary of alumina (α-Al2O3)

サファイヤ{1-102}菱面双晶における双晶転位構造とシャッフリング機構

先進原子分解能電子顕微鏡による電磁場観察の現状と展望

先端電子顕微鏡法による材料の局所構造解析

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第166回超塑性研究会「界面問題を改めて考察する」（招待講演）

2019年度超高分解能顕微鏡法分科会

DPC技術講演会（招待講演）

第33回JFCAテクノフェスタ　―ニーズとシーズの出会いを求めて―（日本ファインセラミックス協会）（招待講演）

石川亮, Findlay Scott, 関岳人, Sanchez-Santolino Gabriel, 河野裕二, 幾原雄一, 柴田直哉

関岳人, 幾原雄一, 柴田直哉

幾原雄一

幾原雄一

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

電子計数法に基づくSTEM像の定量解析とその応用

DPCによる電磁場観察法

セラミックスの微細構造はどこまで明らかになったのか？～新しい材料設計の指針へ向けて～

粒界―転位の相互作用と粒界すべりのダイナミックス～粒界構造と偏析の観点から～

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第44回固体イオニクス討論会

日本材料学会マルチスケール材料力学部門委員会 第67期第1回マルチスケール材料力学部門委員会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

中村篤智

 ２．発表標題

横井達矢, 野田祐輔, 中村篤智, 松永克志

フウビン, ラグネーサン, 熊本明仁, 幾原雄一, 柴田直哉.

佐々野駿, 石川亮, 太田裕道, 柴田直哉, 幾原雄一

第28回日本MRS年次大会（招待講演）

第44回固体イオニクス討論会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

機能性材料における結晶転位の構造と機能

第一原理計算に基づく粒界の原子構造および特性の予測

Atomic-resolution scanning transmission electron microscopy study of grain boundary chemistry in YSZ

リチウム固体電解質の対応粒界における原子構造とイオン伝導特性

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本顕微鏡学会 第61回シンポジウム（招待講演）

第59回電池討論会

松永克志, 大島優, 中村篤智

佐々野駿, 石川亮, 太田裕道, 柴田直哉, 幾原雄一

栃木栄太, 苗斌, 近藤隼, 中村篤智, 柴田直哉, 幾原雄一

栃木栄太

日本顕微鏡学会第61回シンポジウム

熊本大学　講演会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

暗室環境下における硫化亜鉛結晶の大塑性変形能と転位構造

双結晶薄膜による(Li, La)TiO3対応粒界におけるイオン伝導測定及び局所構造解析

その場TEMナノインデンテーションと原子分解能STEMによるサファイヤにおける変形双晶に関する研究

その場TEM観察実験による結晶格子欠陥の動的挙動の解析

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

サーモフィッシャーサイエンティフィック　マテリアルサイエンス分析技術セミナー2018（招待講演）

日本金属学会2018年秋期講演大会

日本金属学会秋期大会（招待講演）

日本金属学会秋季大会

栃木栄太, 松畑洋文, 幾原雄一,

柴田直哉,

中出博暁, 近藤隼, 栃木栄太, 馮斌, 根津有希央, 太田裕道, 柴田直哉, 幾原雄一

栃木栄太

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

4H－SiCにおけるキャロット型欠陥の構造解析

先進原子分解能STEM法による材料局所電磁場解析

イットリア安定化正方晶ジルコニアにおける正方晶-単斜晶相変態のTEM内直接観察

Helios G4 UXによる 低加速Ga FIBを活用したTEM試料作製

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第1回材料機能特性のアーキテクチャー研究会

日本電子―ブルカー　ナノインデンテーションワークショップ（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

栃木栄太

 ２．発表標題

石原佐季, 栃木栄太, 柴田直哉, 幾原雄一

佐々野駿, 石川亮, 太田裕道, 柴田直哉, 幾原雄一

栃木栄太

日本金属学会秋季講演大会

公益社団法人日本セラミックス協会　第31回秋季シンポジウム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

PI-95 TEMインデンテーションシステムによる材料組織と力学的応答の解析

アルミナ(0001)オフカット表面構造に与える添加元素の影響

LLTO粒界の局所構造とリチウムイオン伝導物性

アルミナ菱面双晶における双晶転位とシャッフリング機構

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本金属学会2018年秋期大会

日本金属学会 2018年秋期(第163回)講演大会（招待講演）

馮斌, 柴田直哉, 幾原雄一

中村篤智, 松永克志

柴田直哉

柴田直哉

フルラス・岡崎記念会2018年度講演会（招待講演）

実用顕微評価技術セミナー2018（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

原子分解能電子顕微鏡法を用いた粒界溶質偏析機構の解明

無機半導体結晶の室温塑性変形挙動

先進電子顕微鏡法を用いたセラミックス界面の原子・電子構造解析

先進DPC STEM法による材料電磁場解析

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本顕微鏡学会第７4回学術講演会（招待講演）

日本顕微鏡学会第７4回学術講演会

12th Pacific Rim Conference on Ceramic and Glass Technology (PACRIM 12)（国際学会）

12th Pacific Rim Conference on Ceramic and Glass Technology (PACRIM 12)（国際学会）

石川亮, Findlay Scott, 関岳人, Sanchez-Santolino Gabriel, 河野祐二, 幾原雄一, 柴田直哉

A. Nakamura, K. Sawada, E. Tochigi, Y. Ikuhara, T. Yokoi, K. Matsunaga

Ryo Ishikawa, Shun Sasano, Takuma Higashi, Teiichi Kimura, Yumi Ikuhara, Naoya Shibata, Yuichi Ikuhara

石川亮

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

グラフェン欠陥における原子分解能電場観察

Dopant segregation at (110) low-angle tilt grain boundaries in magnesium oxide

Grain boundary atomic structure and lithium ionic conductivity in (La,Li)TiO3 solid electrolyte

原子分解能STEMを用いた点欠陥構造の研究

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

12th Pacific Rim Conference on Ceramic and Glass Technology (PACRIM 12)（国際学会）

12th Pacific Rim Conference on Ceramic and Glass Technology (PACRIM 12)（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Yuichi Ikuhara

 ２．発表標題

Bin Feng, Nathan Lugg, Akihito Kumamoto, Yuichi Ikuhara, Naoya Shibata

Saki Ishihara, Eita Tochigi, Naoya Shibata, Yuichi Ikuhara

Mitsuhiro Saito, Ryo Ishikawa, Ichiro Ohnishi, Hidetaka Sawada, Kazutoshi Inoue, Naoya Shibata, Yuichi Ikuhara

12th Pacific Rim Conference on Ceramic and Glass Technology (PACRIM 12)（国際学会）

12th Pacific Rim Conference on Ceramic and Glass Technology (PACRIM 12)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Grain Boundary Atomic Structures, Vacancies and Dopants of Oxide Ceramics (Invited)

Atomic-resolution STEM-EDS characterization of grain boundary chemistry in yttria-stabilized zirconia

Atomic Structure Investigation of Alumina Σ13 Grain Boundary Fabricated in Controlled Atmospheres

Atomic-resolution STEM-EDS mapping of residual impurities in MgO Σ5 grain boundary

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

12th Pacific Rim Conference on Ceramic and Glass Technology (PACRIM 12)（招待講演）（国際学会）

12th Pacific Rim Conference on Ceramic and Glass Technology (PACRIM 12)（招待講演）（国際学会）

Yuichi Ikuhara

N. Shibata

K. Nakazawa, T. Miyata, S. Amma, T. Mizoguchi

Yuichi Ikuhara

12th Pacific Rim Conference on Ceramic and Glass Technology (PACRIM 12)（国際学会）

21st International Conference of Solid State Ionics (SSI-21)（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Interface and Surface Atomic Structures of Li Ion Battery Materials (Invited)

DPC STEM characterization of ceramic interfaces

Atomic-scale in-situ observation of phase coarsening process in glass

Atomic Resolution STEM Characterization of the Interfaces and Surfaces in Li-ion Battery Crystals

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

25th International Colloquium on Scanning Probe Microscopy (ICSPM25)（国際学会）

5th International Workshop on Low Temperature Bonding for 3D Integration（国際学会）

6th International Symposium on Advanced Ceramics and Technology for Sustainable Energy Applications toward a Low Carbon
Society (ACTSEA 2017)（招待講演）（国際学会）

9th Berkeley Symposium（国際学会）

Saki Ishihara, Eita Tochigi, Naoya Shibata, Yuichi Ikuhara

Eita Tochigi, Atsutomo Nakamura, Naoya Shibata, Yuichi Ikuhara

Eita Tochigi, Akihito Ishihara, Shun Kondou, Naoya Shibata, Yuichi Ikuhara

Shun Sasano, Ryo Ishikawa, Issei Sugiyama, Takuma Higashi, Teiichi Kimura, Yumi Ikuhara, Naoya Shibata, Yuichi Ikuhara

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Atomic structure of Ti-doped alumina grain boundaries fabricated in air and reducing atmosphere

Characterization of Dislocation Structures in α-Al2O3 by Atomic-resolution STEM

Fracture surface analysis of alumina grain boundaries using in-situ TEM nanoindenation and atomic-resolution STEM

Li-ion Transport Phenomena at Grain Boundaries Measured by Atomic Force Microscopy Methods

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Advanced materials analysis lecture（招待講演）（国際学会）

Colloquium at the Department of Physics（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

N. Shibata

 ２．発表標題

Shun Kondo, Tochigi Eita, Naoya Shibata, Yuichi Ikuhara

Yuichi Ikuhara

Teruyasu Mizoguchi

9th International Conference on Materials for Advanced Technologies（招待講演）（国際学会）

9th International Symposium on Nitrides and Related Materials (ISNT2017) & 5th International Symposium on SiAlONs and Non-
oxides (ISSNOX5)（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Direct electromagnetic field imaging of materials by atomic-resolution STEM

In-situ TEM Observation of Grain Boundaries/Dislocation Interaction in Oxides

Grain Boundary and Interface Atomic Structures of Nitrides and Oxides

Electron spectroscopy and Electronic structure

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

IAMNano 2017（招待講演）（国際学会）

IAMNano 2017（招待講演）（国際学会）

N. Shibata

Yuichi Ikuhara

N. Shibata

H. Katsukura, T. Miyata, M. Shirai, M. Matsumoto, T. Mizoguchi

International EELS workshop (Edge2017)（招待講演）（国際学会）

International EELS workshop (Edge2017)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Atom-resolved differential phase contrast scanning transmission electron microscopy

Mechanical and Chemical Dynamics of Oxide Interfaces and Surfaces

Aberration-corrected differential phase contrast scanning transmission electron microscopy

Investigation of vibrational behavior of Gas using ELNES

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International EELS workshop (Edge2017)（国際学会）

International EELS workshop (Edge2017)（国際学会）

International EELS workshop (Edge2017)（国際学会）

ISNT 2017（国際学会）

K. Nakazawa , T. Miyata, S. Amma, T. Mizoguchi

T. Miyata, T. Mizoguchi

Ryo Ishikawa, Takashi Taniguchi, Norimasa Nishiyama, Naoya Shibata, Yuichi Ikuhara

K. Tomita, T. Miyata, W. Olovsson, T. Mizoguchi

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

In-situ observation of binodal type phase coarsening in glass

Direct Imaging of single atoms in ionic liquids and observation of their dynamics

Atomic Structures of Luminescent Centres in Nitrides

Strong excitonic interaction in O-K edge of perovskite oxides

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Microscopy & Microanalysis 2017 Meeting(M&M2017)（国際学会）

Seminar at the Department of Materials Science and Engineering（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

N. Shibata

 ２．発表標題

Yuichi Ikuhara

Ryo Ishikawa, Stephen Pennycook, Andrew Lupini, Scott Findlay, Naoya Shibata, Yuichi Ikuhara

Takehito Seki, Gabriel S?nchez-Santolino, Ryo Ishikawa, Yuichi Ikuhara, Naoya Shibata

Microscopy & Microanalysis 2017 Meeting(M&M2017)（招待講演）（国際学会）

Microscopy & Microanalysis 2017 Meeting(M&M2017)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Direct electromagnetic field imaging of materials by atomic-resolution STEM

Interface and Surface Local Atomic Structures of Lithium Ion Battery Oxides

Three-Dimensional Point Defect Imaging by Large-angle Illumination STEM

Quantitative Relation Between Differential Phase Contrast Images Obtained by Segmented?and?Pixelated Detectors

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

SKYMAG 2017（国際学会）

The 15th International Conference on Advanced Materials（招待講演）（国際学会）

Takao Matsumoto, Yuji Kohno, Seki Takehito, Akiho Nakamura, Shigeyuki Morishita, Ikuhara Yuichi, Naoya

Ryo Ishikawa, Takuma Higashi, Shun Sasano, Teiichi Kimura, Yumi Ikuhara, Naoya Shibata, Yuichi Ikuhara

Yuichi Ikuhara

Yuichi Ikuhara

The 16th Frontiers of Electron Microscopy in Materials Science International Conference（FEMMS2017）（招待講演）（国際学会）

The 2017 annual meeting of Electron Microscopy Society of China (2017年全国電子顕微鏡学学術年会会議)（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Direct observation of the interaction of room-temperature magnetic skyrmion with surface defects by differential phase
contrast Stemt SkyMag

The local structure and chemistry in solid state electrolytes

Atomic structures and chemistry of interfaces and surfaces in Li‐ion battery crystals

Mechanical and chemical dynamics of interface phenomena in oxides

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 2017 MRS FALL MEETING & EXHIBIT（招待講演）（国際学会）

The 34th International Japan-Korea Seminar on Ceramics（国際学会）

The 34th International Japan-Korea Seminar on Ceramics（国際学会）

the 3rd East-Asia Microcopy Conference (EAMC3)（招待講演）（国際学会）

Eita Tochigi, Atsutomo Nakamura, Naoya Shibata, Yuichi Ikuhara

Bin Miao, Eita Tochigi, Shun Kondo, Bin Feng, Naoya Shibata, Yuichi Ikuhara

Ryo Ishikawa

Yuichi Ikuhara

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Impurity segregation at 1/3<11-20> basal dislocations in α-Al2O3

Direct observation of twinning dislocation of rhombohedral twin in sapphire (α-Al2O3)

Atomic structures of dislocation and surface in oxide materials

Atomic Structures, Chemistry and Vacancies of Grain Boundaries and Surfaces in Functional Energy Materials

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

the 3rd East-Asia Microcopy Conference (EAMC3)（招待講演）（国際学会）

the 3rd East-Asia Microcopy Conference (EAMC3)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

K. Tomita, T. Miyata, T. Mizoguchi

 ２．発表標題

Mitsuhiro Saito, Ryo Ishikawa, Ichiro Ohnishi, Hidetaka Sawada, Kazutoshi Inoue, Naoya Shibata, Yuichi Ikuhara

Takehito Seki, Gabriel Sanchez-Santolino, Ryo Ishikawa, Scott D. Findlay, Yuichi Ikuhara, Naoya Shibata

Eita Tochigi, Atsutomo Nakamura, Naoya Shibata, Yuichi Ikuhara

the 3rd East-Asia Microcopy Conference (EAMC3)（国際学会）

the 3rd East-Asia Microcopy Conference (EAMC3)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Excitonic interaction in oxides ELNES

Atomic-resolution STEM-EDS mapping of residual impurities in MgO Σ5 grain boundary

New quantification method for differential phase contrast signals obtained by a multi-segment detector

HAADF-STEM observations of impurity segregation in dislocations in alumina

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

the 3rd East-Asia Microcopy Conference (EAMC3)（国際学会）

the 3rd East-Asia Microcopy Conference (EAMC3)（招待講演）（国際学会）

S. Nakazawa, T. Miyata, T. Mizoguchi

Yuichi Ikuhara

Eita Tochigi, Atsutomo Nakamura, Naoya Shibata, Yuichi Ikuhara

Ryo Ishikawa, Stephen Pennycook, Andrew Lupini, Scott Findlay, Naoya Shibata, Yuichi Ikuhara

the 4th International Symposium on Hybrid Materials and Processing (HyMaP 2017)（招待講演）（国際学会）

The 73th Annual Meeting of The Japanese Society of Microscopy（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

High resolution in-situ observation of phase coarsening process in silicate-based glass

Atomic Resolution STEM Characterization of Grain Boundaries and Surfaces in Energy Materials

CORE STRUCTURES OF 1/3<11-20> DISLOCATION AND IMPURITY SEGREGATION IN α-ALUMINA

Three-Dimensional Point Defect Analysis by Large-angle Illumination STEM

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Symposium on Frontier Researches of Functional Oxide Devices and Materials（招待講演）（国際学会）

The 6th International Symposium on Advanced Ceramics (ISAC-6)（国際学会）

The 6th International Symposium on Advanced Ceramics (ISAC-6)（国際学会）

The 6th International Symposium on Advanced Ceramics (ISAC-6)（招待講演）（国際学会）

Bin Miao, Eita Tochigi, Shun Kondo, Bin Feng, Naoya Shibata, Yuichi Ikuhara

Hiroaki Nakade, Shun Kondo, Eita Tochigi, Bin Feng, Yukio Nezu, Hiromichi Ohta, Naoya Shibata, Yuichi Ikuhara

Yuichi Ikuhara

N. Shibata

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Atomic resolution observation of twinning dislocation of rhombohedral twin in sapphire (α-Al2O3)

Dynamic observation of phase transformation of yttria stabilized zirconia

Grain Boundary Dynamics of Deformation and Fracture in Ceramics (Invited)

Advanced atomic-resolution electron microscopy for real-space electromagnetic field imaging

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

H29年度新学術領域「ナノ構造情報」若手の会

H29年度新学術領域「ナノ構造情報」若手の会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Jiake Wei

 ２．発表標題

石川 亮

N. Shibata

Feng Bin

124委員会, 第153回研究会（招待講演）

73rd JSM annual meeting（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Probing the band-gap states on grain boundaries in α-Al2O3 by STEM-EELS

原子分解能顕微鏡法を用いたセラミックス材料解析

Aberration-corrected differential phase contrast electron microscopy

Nano-scale estimation of dislocation ionic conductivities in YSZ by quantitative scanning transmission electron microscopy

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

H29年度新学術領域「ナノ構造情報」若手の会

H29年度新学術領域「ナノ構造情報」若手の会

Miao Bin

Nakade Hiroaki, Tochigi Eita, Shibata Naoya, Ikuhara Yuichi

石原 佐季, 栃木 栄太, 柴田 直哉, 幾原 雄一

田中 利空, 石川 亮, 柴田 直哉, 幾原 雄一

H29年度新学術領域「ナノ構造情報」若手の会

H29年度新学術領域「ナノ構造情報」若手の会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Direct observations of interface atomic structure of {1-102} twin in α-Al2O3

イットリア安定化ジルコニアのナノインデンテーションTEMその場観察

アルミナ粒界原子構造と粒界形成雰囲気

HAADF-STEM法によるチタン酸ストロンチウム(001)表面における立体構造解析

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

H29年度新学術領域「ナノ構造情報」若手の会

H29年度新学術領域「ナノ構造情報」若手の会

H29年度新学術領域「ナノ構造情報」若手の会

H29年度新学術領域「ナノ構造情報」若手の会

佐々野 駿, 石川 亮, 東 拓磨, 杉山 一生, 木村 禎一, 幾原 裕美, 柴田 直哉, 幾原 雄一

杉森悠貴, 宮田智衆, 溝口照康

中澤克明, 宮田智衆, 安間伸一, 溝口照康

東 拓磨, 佐々野 駿, 石川 亮, 木村 禎一, 幾原 裕美, 柴田 直哉, 幾原 雄一

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

(Li3xLa2/3-x□1/3-2x)TiO3の局所構造解析及びイオン伝導計測

液体中における界面活性剤の原子分解能構造解析

ガラス中の分相成長過程のSTEM内高温その場観察

固体電解質(Li3xLa(1/3) -x□(2/3) -2x)NbO3焼結体の緻密化

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

SDRJ Metrology WG（招待講演）

イオン液体討論会 2017

 ３．学会等名

 ３．学会等名

杉森悠貴, 宮田智衆, 溝口照康

 ２．発表標題

柴田直哉

柴田直哉

柴田直哉

JFCCセミナー（招待講演）

NIMS 4D-STEMセミナー（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

イオン液体中における溶質の溶解挙動の原子分解能解析

DPC STEMの現状と展望

高速分割型検出器を用いたDPC STEM法の現状と展望

DPC STEM電磁場解析のデバイス解析への応用

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

イオン液体討論会 2017

イオン液体討論会若手の会（招待講演）

宮田智衆, 溝口照康

宮田智衆, 溝口照康

柴田直哉

柴田直哉

応用物質化学セミナー（招待講演）

学振第133委員会、第238回研究会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

原子分解能電子顕微鏡によるC8mimBr中におけるBr-イオンの動的挙動直接観察

電子顕微鏡でイオン液体の原子を観る

最先端走査型透過電子顕微鏡(STEM)を用いた材料界面解析

微分位相コントラスト（DPC）STEMによる局所電場・磁場観察

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

金属材料研究所共同利用・共同研究ワークショップ「物性物理分野における協働展開」（招待講演）

新学術領域「複合アニオン化合物の創成と新機能」第２回複合アニオン公開シンポジウム（招待講演）

新型電池オープンラボ第21回講演会（招待講演）

村田製作所セミナー（招待講演）

幾原雄一

幾原雄一

柴田直哉

柴田直哉

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

原子直視STEM法による材料界面の究極観察・解析

STEMによるリチウムイオン電池材料の構造解析

STEM法によるナノ構造評価と今後の展開

原子分解能電子顕微鏡の将来展望

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第58回電池討論会

第58回電池討論会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

東 拓磨, 佐々野 駿, 石川 亮, 木村 禎一, 幾原 裕美, 柴田 直哉, 幾原 雄一

 ２．発表標題

Ishikawa Ryo

溝口照康

佐々野 駿, 石川 亮, 東 拓磨, 杉山 一生, 木村 禎一, 幾原 裕美, 柴田 直哉, 幾原 雄一

第12回日本フラックス成長研究発表会（招待講演）

第33回分析電子顕微鏡討論会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

(Li3xLa(1/3)-x□(2/3)-2x)NbO3固体電解質の合成

原子分解能STEM 法を用いた点欠陥構造解析の新展開

EELSの基礎と解釈

(Li3xLa2/3-x□1/3-2x)TiO3の局所イオン伝導測定

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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日本セラミックス協会 第30回秋季シンポジウム

日本セラミックス協会 第30回秋季シンポジウム

榊原裕介, 豊浦和明, 横井達矢, 中村篤智, 松永克志

浮田昌也, 中村篤智, 横井達矢, 松永克志
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東 拓磨, 佐々野 駿, 石川 亮, 木村 禎一, 幾原 裕美, 柴田 直哉, 幾原 雄一

日本セラミックス協会 第30回秋季シンポジウム

日本セラミックス協会 第30回秋季シンポジウム
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 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

シーライト型LaNbO4における格子間酸素イオンの伝導機構解析,

岩塩型結晶の転位コアにおける構造とエネルギーの第一原理解析,

電気化学歪み顕微鏡によるリチウムイオン伝導経路の解明

(Li3xLa(1/3)-x□(2/3)-2x)NbO3固体電解質の合成と微構造

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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日本機械学会 M&M2017材料力学カンファレンス

日本機械学会 M&M2017材料力学カンファレンス

日本金属学会 2017年秋期(第161回)講演大会

日本金属学会 2017年秋期(第161回)講演大会

野路健人, 古嶋佑帆, 栃木栄太, 幾原雄一, 横井達矢, 中村篤智
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SrTiO3小角粒界における粒界転位の構造と電気伝導特性,

SrTiO3における小角粒界の転位構造と電気伝導特性,

Direct observation of elemental distributions across yttria-stabilzed zirconia grain boundaries

アルミナにおける転位コア構造解析とすべり変形機構の検討
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微分位相コントラストStem 法による室温磁気スキルミオンと表面欠陥との相互作用の直接観察

Al-Sn添加ZnOにおける反転ドメイン構造の形成と選択的偏析現象

異種元素偏析粒界の破壊における亀裂進展経路の原子スケール解析

ELNES理論計算に関する基礎的研究と物質研究への応用
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 １．発表者名
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日本顕微鏡学会第73回学術講演会

日本顕微鏡学会第73回学術講演会

関 岳人, Sanchez-Santolino Gabriel, 石川 亮, 幾原 雄一, 柴田 直哉

栃木 栄太, 松畑 洋文, 幾原 雄一

宮田智衆, 溝口照康

中澤克昭, 宮田智衆, 安間伸一, 溝口照康
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分割型検出器を用いたDPC-STEM法による電磁場の定量理論

4H－SiCにおけるキャロット型欠陥の原子構造解析

イオン液体を構成するイオンの原子分解能動的挙動解析

ガラス中の分相成長中期及び終期過程のその場観察
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柴田直哉

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名
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 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本セラミックス協会2018年年会

日本セラミックス協会2018年年会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

中出 博暁, 近藤 隼, 栃木 栄太, 馮 斌, 根津 有希央, 太田 裕道, 柴田 直哉, 幾原 雄一

 ２．発表標題

溝口照康

Wei Jiake, Feng Bin, Ishikawa Ryo, Shibata Naoya, Ikuhara Yuichi

フウ ビン, ラグ ネーサン, 熊本 明仁, 幾原 雄一, 柴田 直哉

鉄鋼協会春季大会（招待講演）

日本セラミックス協会2018年年会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

イットリア安定化正方晶ジルコニアにおける応力誘起相変態のTEM内ナノインデンテーションその場観察

原子分解能STEM-EELSおよび第一原理計算による液体・気体の解析

Band gap measurement on the grain boundaries of alumina by STEM-EELS

Atomistic STEM-EDS study of grain boundary chemistry in yttria-stabilized zirconia
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シリカ系ガラスにおけるPercolation-to-Cluster転移のその場観察

SrTiO3双結晶を用いた転位のコア構造解析とその電気伝導特性評価,

Atomic structure of rhombohedral twinning dislocation in alumina (α-Al2O3)

アルミナ偏析粒界破壊における原子スケール亀裂伝播経路の決定
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原子分解能液体計測

最先端STEM法の新展開と材料科学への応用
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７．科研費を使用して開催した国際研究集会
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